
工都尼崎の情景
平成 16 年-20 年
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「工都尼崎　情景」の記録

工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
尼
崎
。

わ
が
国
の
経
済
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

尼
崎
の
工
業
地
帯
に
は
、
大
き
く
分
け
て
南
部
臨
海

工
業
地
帯
と
内
陸
部
工
業
地
帯
の
二
大
工
業
集
積

地
が
あ
り
、
工
場
や
産
業
に
関
連
す
る
諸
施
設
が
も

た
ら
す
独
特
の
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
景
観
に
つ
い
て
、
工
場
景
観
を
貴
重
な
地

域
資
源
と
し
て
見
つ
め
な
お
し
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
記
録
集
で
す
。

写
真
は
昭
和
三
十
年
代
の
尼
崎
の
工
場
風
景
写
真

︵
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
提
供
︶
や
尼
崎
の
産

業
空
間
を
構
成
す
る
各
種
造
形
物
の
写
真
、
そ
し

て
、
財
団
法
人
尼
崎
地
域
・
産
業
活
性
化
機
構
と
財

団
法
人
尼
信
地
域
振
興
財
団
が
平
成
十
六
年
度
か

ら
二
十
年
度
に
実
施
し
た
尼
崎
の
工
業
地
帯
の
風

景
や
産
業
空
間
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
対
象
に
募

集
し
た
﹁
工
都
尼
崎
の
情
景
﹂
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で

の
入
賞
・
入
選
作
品
の
写
真
で
す
。

「工都尼崎の不易と流行」
 　◆関西学院大学総合政策学部 教授　角野 幸博

「工都尼崎の情景」写真コンテスト

　● 平成16度受賞

　● 平成17度受賞

　● 平成18度受賞

　● 平成19度受賞

　● 平成20度受賞
 　◆大阪芸術大学写真学科 教授　有野 永霧
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　尼崎が工都といわれるようになったのはいつの頃

だろうか。

明治２２年、尼崎紡績誕生の頃から、町に工場が集

中し始めた。以来、工業は尼崎のイメージと経済を

ずっと牽引してきた。この町には近世城下町としての

長い歴史もあるし、近代以降も農業と漁業は営 と々

営まれ、魚肉のテンプラや尼イモなどの特産品も生

まれた。そうした歴史が紡いできた記憶は、今も断

片的に残ってはいるのだが、今の尼崎のイメージが

工業に引っ張られてきたのはまちがいない。そしてそ

のプロセスは、日本の近代化と高度経済成長の歩み

とぴったり重なる。

　ところで、ある町のイメージを思い浮かべる場合、

景観が与える影響ははかりしれない。景観とは単な

る見かけの町の姿ではない。それは、市民や企業、行

政の日ごろの営みがからみあい、目に見える形になっ

て像をむすんだものである。だから工都の景観は、工

場建築だけでつくられるのではない。働く人々の通

勤風景、その人たちのくらしを支える市場や食堂の

風景、原料や製品を満載して行き交う大型トラック、

そして海と運河と夕陽と高速道路。こうした人々の生

き様と季節の移ろいとが相俟って、尼崎ならではの

情景を描いてきた。

　もちろん、工都の情景は不変のものではない。産

業構造の変化とともに、まちなみも生活も変わって

いく。たくさんの煙突から昇る黒い煙も地盤沈下に

あえぐ姿も、今はもうない。工場の製造過程や製品が

変化していくなかで、目に見える姿も変わってきた。

たとえば最近湾岸部につくられた、そして今も増設

中の大型プラズマディスプレイ工場の巨大な白っぽ

い箱は、工都のイメージを一変させるかもしれない。

内陸部の工場跡地には、たくさんのマンションが建

記録された写真は、一時期を切り取ったものにす
ぎないが、その一瞬のシーンから歴史を確認でき
ると同時に未来の予兆を見つけることが出来る。
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設された。産業構造の変化は、工場と市民のくらしと

の関係も変えてしまう。製造業の変化が、尼崎の情

景を変えつつある。

　それでもやはり、尼崎は工都なのである。

工都の様々な情景を、市民の目で記録すること。そ

れは尼崎が尼崎であることを確認し、記憶にとどめ

る作業に他ならない。市民それぞれの尼崎を写すた

めには、たんねんに町を歩き回らなければならな

い。写すことは尼崎のアイデンティティを確認するこ

と、未来の姿を予測することにつながる。

　私たちはここに集められた写真から多くのことを

学ぶ。５年間に写真に収められた風景は、撮影者の

美意識というフィルターを通して、尼崎のほんの一

時期の断面を切り取ったものにすぎないが、その一

瞬のシーンからは、近代尼崎の歴史を確認できると

同時に、未来の予兆を見つけることもできる。また尼

崎の写真とはいうものの、これらは一都市の姿にと

どまらず、近代から現代にかけて日本の都市がた

どった変化の記録でもある。

　撮影者の目と感性は、工場建築や設備には思いが

けない造形美があることを示してくれた。工都の景

観に垣間見える市民生活の痕跡からは、ものづくり

と人とのやさしい関係を見つけることができる。さら

に、ほんのわずかな空き地で育つ花や緑と、季節ご

とに変わる光と水の輝きからは、たくましくてしたた

かな自然の営みを感じ取ることができる。

　ここに集められた写真は、不特定多数の観光客を

呼び込むための、とおりいっぺんの観光写真ではな

い。だが、観光の質が多様化し変化していくなか

で、都市型観光のひとつの可能性を暗示してもく

れている。だからといってどこかの町の産業観光

のように、衰退してしまった産業の遺産的価値だ

けにすがるのでもない。まさに歴史をふまえたう

えでさらに変化、発展しつつある現在進行形の工

業と、その環境の魅力を新しい観光資源に育てる

試みなのだと思う。

　つまり工都の情景を記録することは、それだけ

に留まるものではないということだ。それは市民

が町を発見し、これからのまちづくりを考えるた

めのひとつの試みである。もちろん市民が発見し

た魅力が観光資源となり、ものづくりに従事する

人々の誇りと支えになればなお嬉しい。この５年

間に記録された写真には、そのヒントが満載され

ている。そして１0年、２０年後に同じ試みがなさ

れて、工都の情景の不易と流行とを再確認できれ

ばと願う。

関西学院大学総合政策学部 教授
角野  幸 博



photographer　山田 慶信

最優秀賞  ●「尼崎シンフォニー」

■
尼
崎
は
阪
神
工
業
地
帯
の
中
核
を

担
っ
た
歴
史
が
あ
り
、工
業
や
産
業

に
関
連
す
る
諸
施
設
が
独
特
の
景
観

を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、そ
の
景
観

を
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
見
直
そ

う
と
す
る
試
み
で
す
。初
年
度
は
、国

道
四
三
号
線
以
南
の
工
業
地
帯
の
風

景
や
産
業
空
間
と
人
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

　

工
都
は
無
機
物
が
多
く
写
真
に
味

付
け
が
で
き
る
有
機
物
が
す
く
な
い

の
で
、当
初
よ
い
作
品
が
集
ま
る
か

不
安
で
し
た
が
、魅
力
的
な
力
作
が

期
待
し
た
以
上
に
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。皆
さ
ん
の
理
解
と
情
熱
の
高
さ
・

深
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

初
年
度
の
最
優
秀
賞
に
工
都
の
象

徴
的
な
作
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

以
後
レ
ベ
ル
の
高
い
審
査
を
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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【 第 1 回 】
工 都 尼 崎 の 情 景



photographer　森田 喜久雄

優秀賞  ●「海岸線」
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photographer　谷田 巳樹男

尼崎市議会議長賞  ●「明日への残照」
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photographer　荘司 靖久

尼崎市長賞  ●「今日も一日お疲れさま」



photographer   恒本 正人

兵庫県阪神南県民局長賞  ●「タンクの見える公園」

photographer　鳴瀬 博美
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（財）尼崎地域・産業活性化機構理事長賞
●「工都を見守る」



photographer　板井 隆彦

（財）尼信地域振興財団理事長賞
●「甦かえる碧天 パート２」
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photographer　岡本 秀昭

尼崎商工会議所会頭賞  ●「未来に向かって」



photographer　島野 宏

尼崎信用金庫理事長賞  ●「空と調和」

photographer　稲本 恵俊

尼崎経営者協会会長賞  ●「夕 景」

photographer　竹下 繁

（協）尼崎工業会理事長賞  ●「進入禁止」
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photographer　児玉 洋之

photographer　藤原 隆彦
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兵庫県写真材料商（協）理事長賞  ●「好 天」

尼崎産業フェア実行委員会委員長賞  ●「帰り道」



A � � 
 � � � � �  � � � � � � � � � �  � � � � � � � � � � �

photographer  畝村 信子

「工都の風」
photographer  鳴瀬 博美

「快晴の左門殿川」
photographer  岡本 秀昭

「跳ね橋」
photographer  稲本 恵俊

「砕かれた想い」

photographer  川端 一三

「搬送待機」
photographer  森田 喜久雄

「砂 山」
photographer  山田 慶信

「美しい運河と工場群」
photographer  尾藤 洋一

「管もよう」

photographer  児玉 洋之

「レッカー群」

photographer  森本 和郎

「暑い日」
photographer  荘司 靖久

「躍 動」
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入選作品
( 順不同 )



photographer　鹿島 清秀

  最優秀賞  ●「休 憩」

■
十
七
年
度
は
、国
道
四
三
号
線
以

北
の
工
業
地
帯
の
風
景
や
産
業
空
間

と
人
の
か
か
わ
り
を
対
象
と
し
た
作

品
を
応
募
し
ま
し
た
。

　
工
都
も
人
間
が
織
り
成
す
空
間
で
す
。

国
道
四
三
号
線
以
北
と
な
る
と
や
は

り
中
小
企
業
や
町
工
場
が
多
く
な

り
、人
々
の
温
か
い
交
流
の
な
か
で

営
ま
れ
て
い
る
家
族
的
な
人
間
味
あ

ふ
れ
る
産
業
の
姿
が
写
し
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

特
に
最
優
秀
賞
の
作
品
に
よ
っ

て
、尼
崎
に
は
工
都
と
し
て
の
景
観

風
景
だ
け
で
な
く
、心
の
通
い
合
い

を
と
お
し
て
生
産
に
従
事
し
て
い
る

産
業
が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。『
人
間
に
よ
る
人
間
の
た

め
の
工
都
尼
崎
』と
い
う
幅
の
あ
る

審
査
が
で
き
ま
し
た
。
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【 第 2 回 】
工 都 尼 崎 の 情 景



photographer　荘司 靖久

  優秀賞  ●「現役健在なり」
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photographer　植田 善弘

 尼崎市議会議長賞  ●「心のかけ橋」

A � � 
 � � � � �  � � � � � � � � � �  � � � � � � � � � � �

photographer　森田 喜久雄

尼崎市長賞  ●「陽 光」



photographer　鳴瀬 博美

（財）尼崎地域・産業活性化機構理事長賞
　　　　　　　　　　　 ●「わかれ道」

photographer　手塚 勇

兵庫県阪神南県民局長賞  ●「三色塔」
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（財）尼信地域振興財団理事長賞  ●「弧」
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photographer　竹下 繁

尼崎商工会議所会頭賞  ●「光る技術」

photographer　徳本 善則



photographer　山田 慶信

尼崎信用金庫理事長賞  ●「煙突のある風景」

photographer　板井 隆彦

尼崎経営者協会会長賞  ●「産業の活路」

photographer　饗場 紀元

（協）尼崎工業会理事長賞  ●「ミクロへの挑戦」
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photographer　藤川 佳栄子
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兵庫県写真材料商（協）理事長賞
               ●「モガワのかっぱ」

photographer　岡本 秀昭

尼崎産業フェア実行委員会委員長賞  ●「協 働」
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photographer　鳴瀬 博美

「クレーンも空へ」
photographer　藤原 隆彦

「語り合い」
photographer　前田 善朗

「青いタンクのコンポジション」
photographer　恒本 正人

「安全な産業道路」

photographer　鹿島 清秀

「溶 接」
photographer　岡本 秀昭

「仕事への責任」
photographer　髙見 善巳

「煉瓦の小径」
photographer　藤井 克祐

「ふり向けば街工場」

photographer　今井 信義

「電波塔」
photographer　奥田 隆一

「鉄 塔」
photographer　荘司 靖久

「場内巡視中」
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( 順不同 )



photographer　岡本 秀昭

  最優秀賞  ●「検 査」

■
撮
影
の
対
象
範
囲
を
尼
崎
市
域
全

域
に
広
げ
ま
し
た
。範
囲
が
広
が
っ
た

た
め
、市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
撮
影
を

敢
行
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、応
募
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
見
る
と
距
離
の
苦
痛
を
省
み

ず
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た

の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。結
果
は
、よ
り
多
様

な
工
都
の
様
相
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
も
感
心
し
た
こ
と
で
す

が
、工
場
外
部
か
ら
捉
え
る
作
品
が
多

い
な
か
、内
部
に
ま
で
入
り
込
ん
で
撮

影
さ
れ
た
意
欲
と
情
熱
に
感
服
し
ま

し
た
。撮
影
す
る
た
め
撮
影
意
図
を
説

明
し
た
り
し
な
が
ら
許
可
を
得
ら
れ

た
努
力
は
、尼
崎
の
工
都
に
対
す
る
愛

情
の
証
し
で
し
ょ
う
。
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【 第 3 回 】
工 都 尼 崎 の 情 景



photographer　𠮷田 明

  優秀賞  ●「ヨットと工場」
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photographer　鳴瀬 博美

 尼崎市議会議長賞  ●「ランチタイム」
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photographer　荘司 靖久

尼崎市長賞  ●「ホッと一息」



photographer　竹下 繁

兵庫県阪神南県民局長賞  ●「入 港」

photographer　山田 慶信
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（財）尼崎地域・産業活性化機構理事長賞  ●「花と煙突」
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photographer　青山 武司

（財）尼信地域振興財団理事長賞
　　　　　　　　　 ●「光 明」
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photographer　今井 信義

のじぎく兵庫国体尼崎市実行委員会会長賞  
                                           ●「ミラー」



photographer　森田 喜久雄

尼崎商工会議所会頭賞  ●「花のある工場」

photographer　徳本 善則

尼崎経営者協会会長賞  ●「幾何学模様」

photographer　鹿島 清秀

（協）尼崎工業会理事長賞  ●「縁上の力持ち」
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photographer　手塚 勇

兵庫県写真材料商（協）理事長賞
　　　　　　　　●「いい眺め」

photographer　麻野 満範

A � � 
 � � � � �  � � � � � � � � � �  � � � � � � � � � � �

尼崎信用金庫理事長賞  ●「光に棚引く！！」
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photographer　板井 隆彦 

「工都途上」
photographer　梅村 仁

「サイレント・ハーベスト（静かな実り）」
photographer　川井 久次

「送電線」
photographer　　高橋 昌男

「変わりゆく機械」

photographer　髙見 善巳

「工場を描く」

photographer　藤原 隆彦

「世界に誇る Panasonic」

photographer　千葉 国男

「町工場」
photographer　恒本 正人

「・・・から復活 きれいな海と空」
photographer　藤川 佳栄子

「躍動A」

photographer　岡田 勝人

「木場の威厳」
photographer　奥田 隆一

「映 像」
photographer　谷口 恵美

「線の風景」
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photographer　荒木 せつお

  最優秀賞  ●「世界への架け橋」

■
十
八
年
度
と
同
様
、尼
崎
市
域
全

域
を
撮
影
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
四
回
目
と
な

り
、取
り
組
み
続
け
て
き
て
い
た
だ

い
た
応
募
者
方
々
の
工
都
尼
崎
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
と
感
じ

ま
し
た
。

写
真
家
の
観
照
の
深
ま
り
は
見
る

方
々
に
も
伝
わ
り
、観
賞
し
て
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
工
都
尼
崎

を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
信

じ
ま
す
。

　

公
害
の
町
の
代
表
と
も
い
わ
れ
た

尼
崎
で
は
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
こ

れ
ら
の
現
状
を
写
し
た
写
真
を
見
て

い
た
だ
け
る
と
、こ
れ
か
ら
の
尼
崎

は
、大
切
な
も
の
を
継
承
し
な
が
ら
、

次
の
時
代
を
め
ざ
し
て
活
動
を
始
め

よ
う
よ
う
と
し
て
い
る
気
配
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
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【 第 4 回 】
工 都 尼 崎 の 情 景



photographer　徳本 善則

  優秀賞  ●「企業の支え」
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photographer　牧野 昭子

 尼崎市議会議長賞  ●「未来への夢」
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photographer　荘司 靖久

尼崎市長賞  ●「企業にも春来たる」



photographer　塚本 律章

兵庫県阪神南県民局長賞  ●「安嶺の花ソニック」

photographer　鳴瀬 博美

A � � 
 � � � � �  � � � � � � � � � �  � � � � � � � � � � �

（財）尼崎地域・産業活性化機構理事長賞  ●「ウォーターフロント」
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photographer　薬師 正興

（財）尼信地域振興財団理事長賞
　　　　　　　  ●「いざ出航」
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photographer　川井 久次

尼崎商工会議所会頭賞  ●「クレーンと雲」



photographer　藤川 佳栄子

尼崎経営者協会会長賞  ●「改修工事」

photographer　竹下 繁

（協）尼崎工業会理事長賞  ●「技術の継承」

photographer　板井 隆彦

尼崎信用金庫理事長賞  ●「鋼帯の船積」
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photographer　谷田 巳樹男

兵庫県写真材料商（協）理事長賞
　　　　　　　　　  ●「夕 凪」
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photographer　青山 武司

尼崎産業フェア実行委員会委員長賞  ●「工都の夜明け」
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photographer　今井 信義

「運河と工場」
photographer　親谷 朔夫

「跳ね橋」
photographer　喜多 林三

「休日の朝」
photographer　髙見 善巳

「港の眺め」

photographer　恒本 正人

「公害の無い工都」

photographer　𠮷田 明

「春の工都」

photographer　中 淳二

「静から動へ」
photographer　藤原 隆彦

「尼崎港」
photographer　山田 慶信

「五本煙突の記憶」

photographer　鹿島 清秀

「接 岸」
photographer　木村 吉男

「Clean工都」
photographer　森田 喜久雄

「産業道路」
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photographer　鳴瀬 博美

  最優秀賞  ●「お出かけ日和」

■
最
終
回
の
今
回
は
、「
工
都
の
四
季
」を

主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
募
集
し
ま
し
た
。

無
味
乾
燥
と
よ
く
言
わ
れ
る
工
都
で
は

あ
り
ま
す
が
、大
自
然
と
同
じ
く
四
季
に

恵
ま
れ
た
時
代
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。

尼
崎
で
も
そ
こ
か
し
こ
に
、四
季
折
々
の

味
わ
い
深
い
季
節
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。そ
の
季
節
感
を
求
め
て
、一
年
間

撮
影
し
て
い
た
だ
い
た
労
力
と
努
力
に

感
謝
し
ま
す
。

　

工
都
の
景
観
が
地
域
資
源
と
し
て
見

直
さ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
、こ
れ
ま
で
の

五
回
分
の
写
真
群
が
、尼
崎
の
文
化
記
念

と
し
て
現
代
と
未
来
を
つ
な
ぐ
精
神
的

な
財
産
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
工
業
都
市
尼
崎
の
情
景
を
ほ

ぼ
網
羅
し
俯
瞰
を
す
る
記
録
集
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。五
年
間
と
い
う
長
期
間

に
わ
た
り
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【 第 5 回 】
工 都 尼 崎 の 情 景
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photographer　林 尚茂

  優秀賞  ●「春の訪れ」
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photographer　森田 喜久雄

 尼崎市議会議長賞  ●「町工場」
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photographer　喜多 林三

尼崎市長賞  ●「尼の祭り」



photographer　弓岡 武志

兵庫県阪神南県民局長賞  ●「それぞれの休日」

photographer　山内 守
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（財）尼崎地域・産業活性化機構理事長賞  ●「暮 色」
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photographer　徳本 善則

（財）尼信地域振興財団理事長賞
　　　　　　　　　●「春満開」
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photographer　千葉 国男

尼崎商工会議所会頭賞  ●「市民と一対、春の花咲く」



photographer　岡本 秀昭

尼崎経営者協会会長賞  ●「尼ロック」

photographer　鹿島 清秀

（協）尼崎工業会理事長賞  ●「製造ライン」
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photographer　恒本 正人

尼崎信用金庫理事長賞  ●「今日はお祭り」
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photographer　藤原 隆彦

尼崎産業フェア実行委員会委員長賞  ●「休日の喜こび」
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photographer　板井 隆彦

「蘇る北堀運河」
photographer　今井 信義

「休日の朝」
photographer　木元 敏彦

「11年振りの冬将軍」
photographer　髙見 善巳

「開 門！」

photographer　塚本 律章

「萌」

photographer　𠮷田 明

「開発進む南部」
photographer　山根 信一

「運搬船と工場テクノランド」

photographer　鳴瀬 博美

「華やぐ運河」
photographer　西川 敏弘

「春のであい橋」
photographer　山田 慶信

「新工場建築中」

photographer　岡 勇太郎

「夕 照」
photographer　木村 吉男

「空・工・河 三位一体」
photographer　藤川 佳栄子

「出 勤」
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発行にあたって

　尼崎市は、明治以降産業の振興に力を

入れてきており、特に昭和期に入り、火

力発電所の建設にともない鉄鋼業を中

心とする重化学工業の工場建設が進み、

大型工場が立地するようになりました。

また埋め立て工事により工場造成がな

され、いわゆる重厚長大型工場の一大集

積地を出現させることに成功します。そ

のことは、戦後の4大工業地帯のひとつ

である阪神工業地帯の中心的都市とし

て飛躍的に発展する基礎を築くことに

なり、ものづくり都市としての地位は確

固としたものとなりました。

　しかし、時代ともに産業を取り巻く構

造変化、特に高度経済成長期の重化学工

業を中心とする重厚長大型産業から低

成長経済期での軽薄短小型産業へ大き

く産業構造が変化したなかでの尼崎市

は、大型工場の操業停止や撤退などに見

舞われて、特に南部臨海工業

地帯での工場の閉鎖等に伴う未利用地

が多く見られるようになりました。た

だ、そうした中でも「ものづくり」を中心

とする製造事業所では、長年培ってきた

技術を基礎に独自の製品開発などに繋

げてこの構造変化に対応してきました。

　近年、尼崎市はパナソニック株式会社

のプラズマディスプレイ工場の誘致を

はじめとして、南部臨海工業地帯におけ

る積極的な工場誘致政策が奏功し、徐徐

にものづくり都市としての新たな息吹

が感じられるようになりました。

　そうした、ものづくりの都市として発

展している都市の姿「工場の景観」を、都

市構造の視点から関西学院大学総合政

策学部教授の角野幸博氏に、写真の視点

から大阪芸術大学写真学科教授の有野

永霧氏にそれぞれ執筆をお願いし、写真

を織り交ぜて「産業空間が織り成す各種

造形物」と「ものづくり都市尼崎のなか

での工場と人とのかかわり」に視点をお

いた記録集として編集しました。

　最後に「工都尼崎の情景」写真コンテ

ストに応募された方々に感謝申し上げ

るとともに、今回この記録集が未来にお

いて、「工都尼崎の情景」がより一層活気

に満ち溢れた情景でありますようにと

願い財団法人尼信地域振興財団の協賛

をいただき発行しました。

尼崎市
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